
 

応 用 化 学 科  

 

学 科 の 教 育 理 念 と教 育 目 的  

現 在 の 豊 か な 生 活 は ， 化 学 に よ っ て つ く ら れ た様 々 な 機 能 や 性 能 を 有 す る 物 質 に よ っ て

支 え ら れ て いる と 言 っ て も 過 言 で は あ り ま せん 。 これ か ら も 更 な る 発 展 を 継 続 す る 必 要 が あ

り ま す が ， それ は 環 境 と 調 和 し た持 続 可 能 な も の で な けれ ば な り ま せ ん 。 応 用 化 学 科 は ， 反

応 化 学 ， 物 性 化 学 ， 生 物 工 学 の 3 つ の 教 育 ・ 研 究 分 野 か ら な り ， その 中 に は 広 い範 囲 の

研 究 分 野 を 擁 し て いま す 。 本 学 科 で は ， 物 質 およ び そ の 変 化 を 原 子 ・ 分 子 レ ベル で 理 解 で

き る 化 学 の 基 本 的 考 え 方 を 身 に つ けて ， 生 活 に 役 立 つ 付 加 価 値 の 高 い 物 質 を 開 発 で き

る 創 造 性 豊 か な 人 材 の 育 成 を 目 的 と し て いま す 。 さ ら に ， 地 球 温 暖 化 ， 環 境 汚 染 ， 資 源

の 枯 渇 ， リ サ イ ク ル な どの 問 題 を 解 決 で き る 柔 軟 な 発 想 を も っ た技 術 者 ・ 研 究 者 の 育 成 を

目 指 し て い ま す 。  

 

● 学 科 の デ ィプ ロ マ･ ポリ シー （学 位 授 与 の 方 針 ， 卒 業 時 に 必 ず身 に つけ る 能 力 ）  

（知 識 ・理 解 ） 

化 学 や生 命 科 学 についての専 門 知 識 を習 得 し，物 質 の物 性 ・化 学 反 応 ・生 命 現 象 を原

子 ・分 子 レベルで理 解 できる。 

（思 考 ・判 断 ） 

化 学 が社 会 にどのように関 わるかを理 解 し，化 学 的 根 拠 に基 づいて，問 題 の解 決 策 を

提 示 することができる。 

（関 心 ・意 欲 ） 

化 学 とその関 連 分 野 に関 する自 己 の知 識 や技 術 の向 上 のための努 力 を継 続 することが

できる。 

（技 能 ・表 現 ） 

文 章 やプレゼンテーションを通 じて自 らの考 えを論 理 的 に表 現 できる。 

（態 度 ）  

培 った能 力 ・経 験 ・知 識 を活 用 し，世 界 的 な視 野 を持 って社 会 に貢 献 することができる。 

 

● 学 科 の アドミッ ショ ン ･ ポリ シー （ 学 生 受 け 入 れ の 方 針 ， 入 学 時 に 問 わ れ る 能 力 ）  

現 在 の 豊 か な 生 活 は ， 化 学 に よ っ て 作 ら れ た様 々 な 機 能 を 有 す る 物 質 に よ っ て 支 え ら れ

て いる と 言 っ て も 過 言 で は あ り ませ ん 。 一 方 で ， これ か ら の 化 学 技 術 の 発 展 は ， 人 類 社 会

の 将 来 を 見 据 え ， 人 々 の 幸 福 と 健 康 に 貢 献 す る 環 境 と 調 和 し た持 続 可 能 な も の で な けれ

ば な り ま せん 。 本 学 科 で は ， 物 質 およ び そ の 変 化 を 原 子 ・ 分 子 レ ベル で 理 解 で き る 化 学 の

基 本 的 考 え 方 を 身 に つ け， 化 学 を 必 要 と す る あ ら ゆ る分 野 に 柔 軟 に 対 応 で き ， 国 際 社 会

へ の 貢 献 を 視 野 に いれ て 活 動 で き る 創 造 性 豊 か な 技 術 者 ・ 研 究 者 の 育 成 を 目 指 し て いま

す 。 その た め ， 次 の よ う な 資 質 ・素 養 を も っ た人 を 求 め て いま す 。  

（ 知 識 ・ 理 解 ）  

化 学 と 数 学 ， およ び 物 理 も し く は 生 物 に つ いて ， 高 校 卒 業 程 度 の 基 本 的 事 項 を 理 解 し て

いる  

（ 関 心 ・ 意 欲 ）  



 

化 学 技 術 に 対 す る 興 味 と 探 究 心 を 持 ち ， 目 標 を も っ て 勤 勉 か つ 継 続 的 に 学 習 す る こと が

で き る  

（ 態 度 ）  

幅 広 い教 養 と 柔 軟 で 創 造 的 な 発 想 を も ち ， 多 様 な 観 点 か ら 物 事 を と ら え る こと が で き る  

社 会 で 起 こる 出 来 事 に 日 頃 か ら 関 心 を 持 ち ， その 問 題 解 決 の ため に 貢 献 し たいと 考 え て

いる  

（ 技 能 ・ 表 現 ）  

自 分 の 考 え を 文 章 や 言 葉 で 正 し く 伝 え る こと が で き る  

 

※ 3 年 時 編 入 の ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー  

本 学 科 で は ， 物 質 お よ び その 変 化 を 原 子 ・分 子 レ ベ ル で 理 解 で き る 化 学 の 基 本 的 考 え

方 を 身 に つけて 生 活 に 役 立 つ 付 加 価 値 の 高 い物 質 を 開 発 で き る 創 造 性 豊 か な 人 材 の 育

成 を 目 的 と し た教 育 を 行 っ て いま す 。 さ ら に ， 地 球 温 暖 化 ， 環 境 汚 染 ， 資 源 の 枯 渇 ， リ サ イ

ク ル な どの 問 題 を 解 決 で き る 柔 軟 な 発 想 を も っ た技 術 者 ・ 研 究 者 の 育 成 を 目 指 し て いま

す 。 その た め ， 次 の よ う な 資 質 ・素 養 を も っ た人 を 求 め て いま す 。  

1 ． 3 年 次 以 降 の 学 習 に 対 応 で き る 基 礎 学 力 を 有 し ， 勤 勉 で 意 欲 的 で あ る  

2 ． 化 学 と その 応 用 に 対 す る 興 味 と 探 究 心 が 旺 盛 で ， 新 し い 技 術 の 開 発 に 熱 意 と 適 性 を

有 す る  

3 ． 社 会 の 中 で 自 分 を 活 か す 気 持 ち を 持 ち ， その 実 現 に 向 けて 努 力 で き る  

4 ． グ ロ ー バ ル な 視 点 で 物 事 を 考 え る こと が で き ， 国 際 社 会 へ 貢 献 し た いと 考 え て いる  

5 ． 幅 広 い教 養 と ， 技 術 者 ・ 研 究 者 に な る ため に 必 要 な 倫 理 観 を 持 っ て いる  

 

● 学 科 の カ リ キ ュ ラム ・ ポリ シー （ 学 生 受 け 入 れ の 方 針 ， 入 学 時 に 問 わ れ る 能 力 ）  

カ リ キ ュ ラ ム の 概 要  

 応 用 化 学 科 は ， 創 成 化 学 コー ス と 生 命 科 学 コ ー ス の ２ コー ス か ら 構 成 さ れ ， 広 い範 囲 の

教 育 ・ 研 究 分 野 を カ バ ー し て いま す 。 本 学 科 の カ リ キ ュ ラ ム に は ， 幅 広 い 教 養 を 身 に 付 ける

ため の 共 通 教 育 科 目 と ， 化 学 の 専 門 知 識 を 身 に 付 ける ため の 専 門 教 育 科 目 が あ り ま す 。

専 門 教 育 科 目 に は ， コー ス に 共 通 し て 化 学 の 基 本 的 な 考 え 方 や 技 術 を 身 に 付 ける ため の

授 業 （ 必 修 科 目 ） ， それ ぞ れ の コー ス に 必 要 な 基 本 的 知 識 を 身 に 付 ける ため の 授 業 （ 専 門

コア 科 目 ） ， 身 に 付 け た基 本 的 な 知 識 を さ ら に 発 展 さ せ る ため の 授 業 （ 専 門 第 一 選 択 科

目 ） ， 自 己 の 興 味 に し たが っ て 自 主 的 ・ 意 欲 的 に 選 択 で き る 授 業 （ 専 門 第 二 選 択 科 目 ） が

あ り ま す 。 ま た， 教 職 を 目 指 す 人 の ため に 必 要 な 授 業 （ 教 職 科 目 ） が あり ま す 。 それ ぞ れ の

科 目 は ， 学 科 の D P に 基 づい た以 下 の 学 習 ・ 教 育 目 標 の いず れ か あ る いは 幾 つ か と 対 応

し て い ま す 。  

A ． 化 学 の 理 解 の た め に 必 要 な 数 学 ， 物 理 ， 生 物 の 基 礎 学 力 を 身 に 付 ける  

B． 物 質 の 構 造 や 性 質 ， 反 応 機 構 を 原 子 ・ 分 子 レ ベル で 理 解 す る ため の 化 学 の 基 本 的 考

え 方 を 身 に 付 け る  

C ． 化 学 実 験 に 必 要 な 基 本 的 技 術 を 身 に 付 ける  

D． 先 端 の 化 学 理 論 ・ 技 術 を 習 得 し ， それ ら を 適 切 に 活 用 す る 能 力 を 身 に 付 ける  



 

E ． 社 会 の 中 で の 化 学 の 役 割 に つ いて 学 び ， 社 会 や 自 然 環 境 と 協 調 し た 技 術 者 ・ 研 究 者

と し て の 考 え 方 や 判 断 が で き る 能 力 を 身 に 付 ける  

Ｆ ． 自 ら 課 題 を 発 見 し ， 習 得 し た知 識 ・ 技 術 を 利 用 し て 判 断 し ， 解 決 策 を 提 示 で き る 能 力

を 身 に 付 け る  

Ｇ． 習 得 し た知 識 や 技 能 を も と に ， 論 理 的 な 文 章 の 作 成 ， 効 果 的 な プレ ゼ ン テ ー シ ョ ン ， 良

好 な コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 通 し て 自 分 の 考 え を 適 切 に 表 現 で き る 能 力 を 身 に 付 ける  

Ｈ ． 技 術 者 ・ 研 究 者 と し て 国 際 社 会 で 活 躍 す る ため の 英 語 力 を 身 に 付 ける 


